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納
戸
の
隅
に
折
か
ら
一
挺
の
大
鎌
あ
り

　
汝
が
意
志
を
　
ま
ぐ
る
な
と
い
ふ
が
如
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水

自
分
と
の
闘
い

　
牧
水
か
る
た
大
会

　
正
月
行
事
恒
例
の
牧
水
か
る
た
大
会

が
、
今
年
も
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
静
寂
さ
を
破
る
か
の
よ
う
に
、

タ
ン
、
タ
ン
、
と
小
気
味
よ
い
か
る
た
を

取
る
音
が
、
会
場
全
体
に
響
き
わ
た
っ
て

い
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
3
ベ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

7まδδ〉

くうごき＼

　
，

‘

人口5，337人（△2）

　男　2，495人（0）

　女2，842人（△2）

世帯数1，7田戸（△D

　平成12年1月1日現在

　　（）は対前月比

「町報とうこう」は再生紙を使用しています
－
⑨



　　　　　ロ蠣8ご’り②

第
1
0
部
（
田
野
）
が
昨
年
に
続
き
、
連
覇
（
総
合
の
部
）
を
果
た
す

　　　　　　　　③蠣8こ”り

審査結果

審査区分 優　勝 第2位 第3位

総合の部
第10部

i田野）

第11部

i仲深）

第3部
i迫野内）

操練の部
第4部

i羽坂）

第8部
i鶴野内）

第10部

i田野）

平成11年度

�法大会の部

i夏季大会）

第11部

i仲深）

第10部

i田野）

第3部
i迫野内）

▲総合の部で優勝した第10部（田野）

平
成
1
2
年
消
防
出
初
式

　
　
　
　
　
　
　
（
1
月
5
日
開
催
）

　
毎
年
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
、
町

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
消
防

団
員
約
2
5
0
名
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
点
検
長
（
東
郷
町
長
）
の
点
検
開
始

宣
言
の
後
、
各
部
ご
と
に
操
練
の
部

の
点
検
を
受
け
ま
し
た
が
、
各
部
と

も
日
頃
か
ら
厳
し
い
練
習
を
積
ん
で
い

る
と
あ
っ
て
、
採
点
の
結
果
、
ほ
ん
の
僅

か
の
差
で
順
位
が
決
し
た
よ
う
で
し
た
。

　
暖
冬
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
暖
か

い
気
候
の
中
で
始
ま
っ
た
「
平
成
1
2

年
消
防
出
初
式
」
で
し
た
が
、
日
中
は

風
が
冷
た
く
、
気
温
の
上
が
ら
な
い

肌
寒
い
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
消
防
団
員
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

鱒
嘱

　
　
・
曜
．
璽

▲今年も元気いっぱい！

　山陰保育園幼年消防隊のみなさん

▲ラッパ隊の皆さんも見事な演奏を披露

迫
野
内
西
谷
組
合

に
感
謝
状

　
昨
年
3
月
に
迫
野
内
の
西
谷
地

区
で
発
生
し
た
山
火
事
の
際
、
西

谷
組
合
の
組
合
員
が
迅
速
な
初
期

消
火
活
動
を
行
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
焼
失
に
よ
る
被
害
を
最
小
限

に
く
い
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
功
績
が
た
た
え
ら
れ
、
迫

野
内
西
谷
組
合
（
組
合
長
佐
藤
正

朝
さ
ん
）
に
東
郷
町
長
か
ら
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

西
暦
2
0
0
0
年
問
題

本
町
は
影
響
な
し

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
誤
作
動
が
懸

念
さ
れ
た
2
0
0
0
年
問
題
で
、
本

町
で
も
町
長
を
本
部
長
と
す
る
対
策

本
部
を
設
置
し
て
、
「
も
し
も
」
の
場
合

に
備
え
ま
し
た
。

　
特
に
防
災
上
の
問
題
へ
の
対
応
の

た
め
黒
木
三
郎
消
防
団
長
を
は
じ

め
、
寺
原
・
黒
木
両
副
団
長
や
荒
砂
総

務
課
長
、
小
林
消
防
主
任
ら
が
役
場

総
務
課
に
、
各
地
区
の
消
防
団
員
は

詰
所
に
待
機
し
、
緊
張
の
中
、
2
0
0

0
年
の
1
月
1
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
立
病
院
で
は
谷
川
院
長

ら
ス
タ
ッ
フ
も
待
機
し
て
い
ま
し

た
。
町
内
で
も
水
道
や
電
気
、
ガ
ス
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
医
療
機
器
等

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

特
に
混
乱
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

▲コンピューター西暦2000年間題、対策本部の様子

2000にかや華「
、
㌧

（
（

　
し
）

¢

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉

成
人
式
↑
月
4
日
開
催
）
　
｛

平
盛
年
の
成
人
式
埜
月
・
日
に
牧
水
公
園
内
ふ
る
さ
と
の
家
ホ
ル
重

催
さ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
今
年
の
成
人
式
に
は
、
町
内
（
町
内
出
身
者
含
）
の
新
成
人
者
約
6
0
名
が
、
華
や
か
　

に
彩
ら
れ
た
着
物
や
凛
々
し
く
決
ま
っ
た
ス
ー
ツ
姿
で
参
加
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

式
で
は
・
ま
ず
成
人
者
全
員
の
名
前
が
点
呼
さ
れ
・
成
人
者
を
温
し
て
小
野
田
の
　

黒
木
一
平
君
と
寺
迫
の
海
野
秋
さ
ん
の
二
人
に
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
そ
し
て
、
小
林
理
教
町
長
が
「
若
者
ら
し
い
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
覚
で
、
郷
土
を
育
て

る
輪
の
中
に
加
わ
っ
て
い
っ
て
下
さ
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
来
賓
の
寺
原
国
義
町
議
会
議
長
・
植
野
守
県
議
会
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
お
祝

い
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、
坪
谷
の
三
浦
優
生
君
が
「
成
人
の
日
の
意
義
を
し
っ
か
り
と

胸
に
刻
み
つ
け
、
郷
土
の
発
展
と
民
主
国
家
の
繁
栄
の
た
め
に
努
力
し
ま
す
」
と
力
強

く
誓
い
の
言
葉
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
数
年
、
成
人
式
に
出
席
す
る
新
成
人
者
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
本
町
の
成
人
式
は
終
始
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

（1覧
Lノ」

▲三浦優生君が誓いの言葉を

　述べる

▲久し振りの級友との再会に

　笑顔もはじけます

▲みんなそろって記念撮影

牧
水
か
る
た
大
会

　　　　　　　紬
▲次はどの札が読まれるかな

今
年
も
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い

　
恒
例
の
第
2
5
回
牧
水
か
る
た
大
会
が
、
町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
町
内
の
小
中
学
校
と
日
向
市
の

美
々
津
中
学
校
な
ど
8
校
か
ら
約
2
2
0

名
が
参
加
、
学
校
対
抗
の
部
・
チ
ー
ム
対
抗
の

部
・
個
人
戦
の
部
に
そ
れ
ぞ
れ
挑
み
ま
し
た
。

　
始
め
に
5
人
で
構
成
さ
れ
た
組
で
か
る

た
を
取
り
合
う
学
校
対
抗
（
チ
ー
ム
対
抗
戦

兼
）
の
部
で
は
、
上
の
句
を
読
み
始
め
た
と

同
時
に
身
を
乗
り
出
し
て
か
る
た
を
と
る

姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
個
人
戦
で
は
、
集
中
力

と
暗
記
力
が
勝
負
の
分
か
れ
目
、
短
い
制
限

時
間
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
ん
た
ん
と

か
る
た
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

　
各
学
校
と
も
日
頃
か
ら
練
習
を
積
ん
で

（
1
月
6
日
開
催
）

い
る
と
あ
っ
て
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な

中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼
学
校
対
抗
戦

（
小
学
校
の
部
）

優
勝
　
坪
谷
小
学
校

準
優
勝
　
四
一
小
学
校

（
中
学
校
の
部
）

優
勝
　
坪
谷
中
学
校

準
優
勝
　
東
郷
中
学
校

▼
チ
ー
ム
対
抗
戦

（
小
学
校
の
部
）

優
勝
冠
　
山
　
　
東
小

準
優
勝
　
さ
く
ら
　
　
寺
小

3
位
か
ら
ま
つ
寺
小

（
中
学
校
の
部
）

優
勝
桃
花

準
優
勝
　
ゆ
ず

3
　
位
　
旅
人

▼
個
人
対
抗
戦

（
小
学
校
の
部
）

優
勝

　
〃

　
〃

4
　
位

　　　6

〃　　　　〃
　　　位

〃

東東坪
中中中

小
川
幸
太
東
小
1
1
9
8
枚

直
野
慶
子
福
小
1
1
9
8
枚

黒
田
　
茜
坪
小
目
9
8
枚

寺
原
淳
平
東
小
1
1
9
6
枚

山
元
香
苗
越
小
1
1
9
6
枚

田
口
佳
那
香
坪
小
1
1
9
5
枚

黒
木
健
太
寺
小
0
9
5
枚

黒
木
彩
寺
小
1
1
9
5
枚

（
中
学
校
の
部
）

優
　
勝
　
甲
斐
華
栄
坪
中
1
1
㎜
枚

準
優
勝
　
佐
藤
勇
樹
東
中
1
1
9
9
枚

　
〃
　
　
水
野
理
沙
坪
中
1
1
9
9
枚

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　　　勿鞍どうご’り④

町
県
民
税
等
の
申
告
相
談

　　

�
t
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

2
月
1
5
日
（
火
）
～
3
月
1
5
日
（
水
）

饗
申
告
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
人
の
基
準
は
！

　
平
成
1
2
年
1
月
1
日
現
在
、
住
民

登
録
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
町
内
に

住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
の
1
年
間

に
得
た
所
得
を
平
成
1
2
年
3
月
1
5
日

ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
区
ご
と

に
、
左
記
に
よ
り
受
付
け
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
会
場
で
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。籍

所
得
の
な
い
人
も
？

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
税
の
課
税
額
の
算
定
基
礎

と
な
り
ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
申
告
を
し
な

か
っ
た
場
合
、
扶
養
手
当
認
定
や
児

童
手
当
・
医
療
保
険
給
付
・
保
育
所

入
所
・
公
営
住
宅
の
入
居
・
奨
学
資

金
貸
付
、
又
は
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
等
、
そ
の
他
住
民
と
し
て
の
特

典
を
受
け
よ
う
と
す
る
時
や
そ
の
た

め
に
必
要
な
所
得
証
明
書
等
を
発
行

す
る
際
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で
も

れ
な
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

多
申
告
時
に
必
要
な

　
書
類
等
は

　
申
告
に
は
、
下
記
の
書
類
が
必
要

で
す
。
申
告
時
ま
で
に
必
ず
準
備
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

○
日
稼
ぎ
や
出
稼
ぎ
又
は
パ
ー
ト
で

の
収
入
が
あ
っ
た
方
。

・
事
業
主
（
雇
い
主
）
か
ら
の
賃
金
の

支
払
い
証
明
書
（
事
業
主
よ
り
給
与

支
払
い
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
方

は
不
要
）

○
農
林
業
・
畜
産
に
よ
り
収
入
の

あ
っ
た
方
。

・
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
名
・
作
付

面
積
の
明
ら
か
に
な
る
も
の
。

・
農
作
物
等
（
米
、
み
か
ん
、
柿
、
野

菜
、
椎
茸
、
そ
の
他
）
の
収
穫
温
州
は

販
売
金
額
を
証
明
す
る
も
の
。
（
販
売

先
か
ら
の
出
荷
証
明
書
等
）

・
平
成
1
1
年
中
に
支
払
っ
た
必
要
経

費
の
領
収
書
（
農
機
具
、
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
等
の
購
入
費
・
雇
人
費
・
土

地
改
良
費
・
燃
料
費
・
地
代
・
事
業
用

借
り
入
れ
資
金
の
利
息
明
細
書
・
農
作

業
委
託
料
の
領
収
書
・
そ
の
他
経
費
）

・
肉
用
牛
の
せ
り
市
場
に
お
け
る
売

り
渡
し
証
明
書
（
※
1
0
0
万
円
未

満
の
子
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
、
町
県
民
税
に
限
り
家
畜

市
場
の
売
却
証
明
書
が
あ
れ
ば
免
税

所
得
と
な
り
、
そ
の
証
明
が
な
い
場

合
に
は
課
税
所
得
と
な
り
ま
す
。
）

○
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
貸
土
地
、
貸

家
、
又
は
立
木
の
売
却
等
の
あ
っ
た
方

・
そ
の
収
入
（
契
約
書
又
は
支
払
い

明
細
書
）
及
び
支
出
（
必
要
経
費
の
領

収
書
）
の
明
ら
か
に
な
る
書
類
等

　
※
公
共
の
用
地
買
収
に
よ
る
補
償

金
が
あ
っ
た
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

○
そ
の
他
の
所
得
の
あ
っ
た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら
か
に

な
る
書
類
等
（
収
支
計
算
書
・
家
計

簿
等
）

○
各
種
年
金
、
共
済
金
、
恩
給
等
を
受

給
し
て
い
る
方

・
平
成
H
年
中
の
源
泉
徴
収
票
又
は

年
金
等
支
払
い
通
知
書

○
保
険
契
約
に
基
づ
き
受
け
取
っ
た

生
命
保
険
金
及
び
満
期
返
戻
金
等
の

一
時
的
な
収
入
が
あ
っ
た
方

・
保
険
会
社
等
支
払
い
先
発
行
の
、

支
払
い
証
明
書

上
記
の
ほ
か
、
持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
平
成
1
1
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
料
や
個
人
年
金
の
保
険
料
及
び
火

災
保
険
等
損
害
保
険
料
の
証
明
書

・
所
得
税
確
定
申
告
に
よ
り
、
還
付

申
告
（
払
い
戻
し
請
求
）
を
行
い
た
い

人
は
、
勤
め
先
交
付
の
源
泉
徴
収
票

・
所
得
が
あ
り
前
年
の
医
療
費
の
控

除
を
受
け
た
い
人
は
、
病
院
及
び
調

剤
薬
局
の
領
収
書
、
又
は
医
師
の
通

院
証
明
書

命
所
得
税
の
確
定
申
告

　
が
必
要
な
方
は

○
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
額
が
基
礎

控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
等
控

除
額
の
合
計
を
超
え
る
方
。

○
給
与
所
得
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
）
で

給
与
の
年
収
が
2
千
万
を
超
え
る

方
、
又
は
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
二
十
万
円
（
肉
用
尺
の

免
税
所
得
を
含
む
）
を
超
え
る
方

○
給
与
所
得
者
で
昨
年
中
二
ヶ
所
以

上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
方
で
、
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ

た
従
た
る
給
与
収
入
額
と
そ
の
他
の

所
得
金
額
の
合
計
額
が
二
十
万
円
を

超
え
る
場
合

◇
所
得
税
の
還
付
申
告

　
に
つ
い
て

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
又
は
予
定
納
税

を
し
た
所
得
税
が
納
め
す
ぎ
に
な
っ

て
い
る
人
は
、
そ
の
還
付
を
請
求
す

る
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
申
告
書
は
、
2
月
1
6
日
以
前
で

も
延
岡
税
務
署
で
受
付
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
な
る
べ
く
早
く
申
告
書
を

提
出
し
過
納
と
な
っ
て
い
る
所
得
税

の
還
付
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

※
特
に
次
の
よ
う
な
方
は
、
所
得
税

が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど

う
か
十
分
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

0
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、
寄
付
金

控
除
、
政
党
等
寄
付
金
控
除
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

○
平
成
1
1
年
の
途
中
で
勤
務
先
を
退

職
さ
れ
た
後
、
再
就
職
さ
れ
な
か
っ

た
方
で
年
末
調
整
を
行
わ
な
か
っ
た

場
合
。

○
退
職
所
得
の
あ
る
方
で
、
そ
の
所

得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と
で
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つ
い
て
、
特

別
減
税
の
適
用
が
で
き
る
方
。

麟
税
務
署
か
ら
所
得
税

　
確
定
申
告
の
案
内
が

　
あ
っ
た
方
へ

　
◇
場
所
　
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
ー
プ

セ
ン
タ
ー
（
西
郷
村
田
代
1
8
7
0

番
地
）
智
0
9
8
2
－
6
6
－
2
1
3
0

　
◇
日
時
2
月
1
6
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
2
月
1
7
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
2
月
1
8
日
（
金
）

　
　
時
間
9
”
0
0
～
1
6
”
0
0

　
延
岡
税
務
署
よ
り
直
接
申
告
書
用

紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
郵
送
さ
れ
申

告
相
談
日
の
来
場
案
内
が
あ
っ
た
方

は
、
指
定
さ
れ
た
日
に
西
郷
村
会
場

に
お
い
て
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉

⑤競8ご’う

月日（曜日） 地区 受付対象となる地区 受付時間 受　付　会　場
東石原・西石原・本村 9：30～11：30

2月15日㈹ 坪　谷
赤井笠・上野原 13：00～15：00

坪谷地区多目的研修施設

坪　谷
仲崎・多武ノ木・瀬平 9：30～11：30

2月16日㈱

一谷原・市谷川崎 13：00～15：00
坪谷地区多目的研修施設

2月17日㈱ 下渡川 下渡川区全域 10：00～11：30 下渡川集会施設

越　表
中水流・田口八つ山 9：30～11：30 二二地区生活改善センター

2月21日（月）

下洗・一松露 13：30～15：00 児洗集会所

2月22日㈹ 仲　深
下仲瀬・久居原・下水流 9：30～11：30

仲深地区集落センター
深谷・野々崎 13：00～15：00

羽　坂
井尻・深瀬・日下道・樋田 9：30～11：30

2月23日（水）

硯野・羽坂・沖之水流・小長野 13：00～15：00
羽坂地区生活改善センター

小野田
石下1，2・又中・又上・小野田住宅 9：30～11：30

2月24日休）

大谷’・小野田1，2 13：00～15：00
町中央公民館2F第4研修室

鶴野内 大工野・沢潟 9：30～11：30 大工野地区集落センター
2月28日（月）

田　野 田野区全域 13：30～15：00 田野地区集落センター

山内・中山 9：30～11：30
2月29日（火） 鶴野内

前田・中水流・下村・鶴野内住宅 13：00～15：00

鶴野内地区コミュニティセンター

迫野内
鹿瀬・西谷 9：30～11：30

3月1日㈱
東上・東下 13：00～15：00

迫野内地区多目的研修施設

迫野内 地内 9：30～11：30 迫野内地区多目的研修施設
3月2日㈱

八重原 八重原全域 13：30～15：00 八重原公民館

福　瀬
中野原1，2 9：30～11：30

3月6日（月）

中野原3・出口 13：00～15：00
中野原営農研修施設

上村1，2，3・下村 9：30～11：30 福瀬公民館
3月7日㈹ 福　瀬

鵜戸木・日田尾・広瀬・鳥川 13：30～15：00 広瀬地区生活改善センター

寺　迫
庭田・長崎 9：30～11：30

吉牟田地区コミュニティセンター3月8日㈱
中尾・吉牟田 13：00～15：00

寺　迫
落鹿 9：30～11：30

3月9日㈲
寺迫・山之口 13：00～15：00

寺迫公民館

3月13日（月）

R月14日㈹

R月15日困

各地区会場で、申告できなかった方が対象
9：30～11：30

P3：00～15：00
町中央公民館2F第4研修室

な
お
、
指
定
日
に
申
告
し
な
い
場
合
、

町
内
各
地
区
会
場
及
び
町
税
務
課
で

は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
延
岡
税

務
署
ま
で
出
向
き
申
告
す
る
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

麟
ご
注
意
く
だ
さ
い
／
・

　
期
間
中
は
、
税
務
課
職
員
は
各
地

区
会
場
に
出
向
き
ま
す
の
で
、
役
場

税
務
課
窓
口
で
申
告
を
受
付
け
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
事
情
に
よ
り
、
指
定
さ
れ
た
会
場

で
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
に
は
、
3
月
1
3
～
1
5
日
の
間
に

町
中
央
公
民
館
申
告
会
場
に
お
い
て

必
ず
所
得
の
申
告
を
済
ま
し
て
く
だ

さ
い
。

冠
詞

　
　
　
隅

下

露・

「

　、

税
の
相
談
は

　　

ｨ
気
軽
に
…

税
務
課
　
課
税
係

T
E
L
O
9
8
2
・
6
9
6
9
0
4

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　　　鞘8こ“り⑥

⑳農業×夢＝認定農業者

今月は越表の海野二三生さんに

お話しを伺いました。

○
現
況
と
今
後
の
経
営

　
以
前
は
、
茶
・
椎
茸
・
山
林
な
ど
の

仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、

ブ
ロ
イ
ラ
ー
（
昭
和
五
九
年
以
降
）
と

水
稲
と
の
複
合
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。　

現
在
の
経
営
規
模
で
す
が
、
ブ
ロ

イ
ラ
ー
鶏
舎
三
棟
（
約
十
三
万
四
千

羽
／
年
間
）
と
水
稲
を
六
十
五
ア
ー

ル
作
っ
て
い
ま
す
。
主
な
労
働
力
は

私
と
妻
の
二
人
で
す
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
育
技
術
に
つ
い

て
は
、
技
術
研
修
会
や
専
門
書
、
仲
間

と
の
情
報
交
換
で
身
に
付
け
て
き
ま

し
た
。
現
在
、
雛
も
改
良
が
進
み
、
開

始
時
（
昭
和
五
九
年
）
と
す
る
と
、
高

い
飼
育
技
術
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
頃
の
即

き

9
，
　
　
　
5

理
と
雛
の
観
察

を
ま
め
に
す
る

こ
と
と
、
そ
の

日
の
仕
事
は
そ

の
日
に
終
わ
ら

せ
る
こ
と
が
大

事
だ
と
い
う
こ

と
を
こ
れ
ま
で

の
経
験
の
中
で

学
び
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
ト

リ
に
対
し
て
美

味
し
い
空
気
を

与
え
る
こ
と
を

一
番
に
考
え
る

な
ど
現
在
も
日
々
、
飼
育
技
術
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
現
況
の
規
模
を
維
持
・

充
実
さ
せ
な
が
ら
、
時
間
的
な
余
裕

の
あ
る
と
き
は
新
た
な
も
の
へ
挑
戦

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
の
仕

事
が
誰
に
で
も
自
信
を
持
っ
て
教
え

ら
れ
る
よ
う
な
経
営
に
す
る
こ
と
が

最
大
の
目
標
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
楽
し
む
農
業
を
目
指

し
、
皆
さ
ん
方
と
い
ろ
ん
な
も
の
に

挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
戸

　
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
十
三
日
に

第
一
回
の
入
雛
を
し
て
以
来
、
現
在

ま
で
に
七
十
二
回
の
出
荷
、
年
間
十

三
万
四
千
羽
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
の
飼
育

状
況
に
つ
い
て
、
日
々
の
記
録
か
ら

答
え
る
こ
と
が
出
来
る
海
野
二
三
生

さ
ん
で
す
。

　
椎
茸
・
育
林
・
茶
・
水
稲
の
複
合
経

営
か
ら
、
昭
和
五
十
九
年
に
ブ
ロ
イ

ラ
ー
を
主
体
と
し
た
経
営
に
切
り
替

え
た
こ
と
で
時
間
的
に
余
裕
が
出

来
、
他
に
何
か
挑
戦
を
と
考
え
て
い

る
そ
の
顔
に
は
、
常
に
前
向
き
に
農

業
に
取
り
組
む
素
晴
ら
し
い
笑
顔
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
初
め
て
取
り
組
ん

だ
当
時
は
、
研
修
会
の
参
加
、
飼
育
に

関
す
る
本
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
勉
強

し
な
が
ら
技
術
を
磨
い
た
と
、
そ
の

苦
労
話
を
聞
き
、
常
に
新
し
い
技
術

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
言
う

言
葉
の
裏
に
、
二
三
生
さ
ん
の
努
力

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
始
め
た
当
時
か
ら
経
営
状

況
・
飼
育
管
理
・
日
々
の
天
候
等
を

記
録
し
、
そ
の
記
録
の
積
み
重
ね
が

現
在
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
に
も
大
き

く
活
か
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し

た
。　

農
業
を
や
っ
て
良
か
っ
た
こ
と

は
、
自
由
な
時
間
が
取
れ
る
こ
と
と
、

ま
だ
他
に
仕
事
を
す
る
余
裕
が
あ
る

と
の
こ
と
。
夢
は
、
自
分
の
鶏
舎
を
知

り
尽
く
し
、
「
人
に
教
え
る
こ
と
の
出

来
る
技
術
を
身
に
付
け
た
い
」
、
そ
れ

か
ら
「
山
に
杉
以
外
の
樹
木
を
植
林

し
、
環
境
に
配
慮
し
た
山
づ
く
り
が

し
た
い
」
と
の
こ
と
。

　
二
三
生
さ
ん
の
前
向
き
に
仕
事
に

挑
戦
す
る
姿
勢
と
、
日
々
積
み
重
ね

た
経
験
と
記
録
が
あ
る
限
り
、
そ
の

夢
は
必
ず
叶
え
ら
れ
る
と
確
信
し
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
＼

　
　
　
纂
冠

　
　
　
ズ
　
　
　
へ

洩禽

榊φ→◎φ“Oψ“φψψ“ψ999”

畜
産
だ
よ
り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　go　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　，　　　　　　　　　ψ　　　　　　　，φ　　　　　　　φ　　　　　　9，　　　　　ψψ　　　　ψφ　　　　ψ　　　ψ　　φ　ψ9ψ，ψ

　
1
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
本
町
か
ら
8
頭
出
品
し

て
ま
す
。
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
雌
の
部

　
　
鶴
野
内
　
　
伊
東
健
児

　
　
　
だ
い
に
ち
3
4
号
　
優
等
賞
六
席

福田選

民
　
　
岩
田
正
美

ま
さ
ひ
め
号
　
　
弐
等
六

野
　
　
稲
田
一
男

ふ
く
か
ね
号
　
　
参
等
賞

谷
桑
原
儀
三
郎

ふ
く
む
す
め
号
　
参
等
賞

去
勢
の
部

　
羽
坂
　
　
寺
原
義
雄

　
　
　
　
雄
太
号
　
　
弐
等
賞

　
田
野
　
　
那
須
楠
男

　
　
　
　
鯉
題
号
　
　
参
等
賞

　
田
野
　
　
谷
口
重
義

　
　
　
　
重
桜
4
号
　
参
等
賞

団
体
成
績
　
　
9
位

◎
児
湯
郡
市
共
進
会

　
雌
の
部

　
　
庭
田
　
黒
木
サ
キ
子

　
　
　
み
き
こ
ひ
め
号
　
　
弐
等
賞

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉

　　　　　　じ

⑦細細騰まちの：アルバム
藻　　寺迫小学校児童が人命救助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■醗鍵羅　　　　∠護影『 @12月24日働

　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　
▲写真左から黒木恵梨香さん、河埜秀平くん、黒木陽子さん

　　平成11年11月4日午後、日向市美々津の落鹿地区で遊
んでいた5歳の女児が、誤って大きな石の下敷きになったとこ
ろを下校中たまたま通りかかった寺巡小学校の児童ら3人が、
その救助に協力、大事故を未然に防いでいたことが分かりまし
た。

　救助に協力したのは、寺請小学校の河埜秀平君（同小2
年）、黒木陽子さん（同6年）、黒木恵梨香さん（同6年）の
3人、河埜君が事故が発生したことに気付き、素早く通報、助

けを求める声に駆けつけた大人2人と下校中通りかかった黒
木陽子さん、黒木恵梨香さんの4人で、石を持ち上げ女児を
助け出したということです。その功績をたたえ、日向市消防本部

から3人を代表して河埜君に人命救助表彰が行われました。

榊”

　　　簡保作文コンクールで
12月14鰍）　宮崎県知事表彰を受ける

　東郷小学校5年生の那須愛美さんが、昨年秋に行わ

れた全国簡保作文コンクールで、見事宮崎県知事賞に

輝きました。

　この作文コンクールは、簡易保険のもつ相互扶助の

精神を広めることや社会科教育・作文教育を図ること

などを目的に毎年行われているもので、全国で10万

を超える応募があるとのことです。

　「思いでのシロツメクサ」と題した那須さんの作品

は、これら多数の応募の中から、見事難関を突破して

入賞を果たしたということです。
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新春賀詞交歓会
1月12日㈱

ビ
み回

議
　
多
轟

　毎年恒例の新春賀詞交歓会が、牧水公園内ふるさとの

家ホールで、町内の各種団体や企業の代表者ら約70人置

参加して行われました。

　会ではまず、小林理教町長が新年のあいさつを述べ、続

いて町議会議長他10数名が、それぞれの立場における現

状と今後の展望などを報告していました。

　日頃から町と一体となって町づくりを進めている団体の

代表者の皆さん方とあって、今後の町政のあり方や直面す

．　る課題の問題提起、その対応策など活発な意見が交

織ぐれていました・

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

病
院
の
受
付
に
飾
る
シ
ク
ラ
メ
ン
に

診
察
に
来
る
人
ら
の
和
む

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

子
を
孫
を
気
遣
ふ
多
く
年
過
ぎ
ぬ

今
日
は
吾
が
身
の
惚
け
を
恐
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

痴
呆
な
る
妻
の
介
護
を
讃
え
つ
つ

吾
を
気
づ
か
ふ
医
師
の
優
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

す
べ
な
し
と
酔
ひ
つ
つ
過
ぎ
て
ゆ
く
日
々
か

刻
の
流
れ
の
早
き
を
嘆
く

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

文
明
の
利
器
の
誤
作
動
の
話
題
な
る

二
〇
〇
〇
年
の
年
の
近
づ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

心
惹
く
一
枚
の
絵
に
立
ち
止
ま
る

美
術
館
に
ひ
と
り
吾
は
遅
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

山
仕
事
に
父
の
使
ひ
し
つ
づ
ら
籠

煙
管
も
供
に
納
屋
に
残
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

秋
晴
れ
の
山
陰
の
村
は
祭
り
な
り

亡
き
夫
に
供
え
む
声
楽
つ
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

夢
あ
れ
ば
明
日
の
楽
し
み
湧
き
出
つ
る

老
い
を
忘
れ
て
蜜
柑
を
も
ぎ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

憂
き
こ
と
の
多
き
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
に
て

心
ひ
そ
か
に
怒
り
の
湧
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

空
き
缶
を
拾
ふ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
一
五
キ
ロ

六
時
間
か
け
て
終
わ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

行
く
末
を
心
望
み
し
子
の
逝
き
て

妻
と
の
話
題
ど
れ
も
寂
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

沖
縄
の
ホ
テ
ル
の
十
階
目
の
下
に

哀
し
み
秘
め
し
歴
史
の
波
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

妻
逝
き
し
陀
び
し
き
心
癒
ゆ
る
な
し

大
根
を
引
く
夕
べ
は
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

夜
の
冷
え
や
や
収
ま
り
し
朝
の
雨

渡
ら
ぬ
燕
ら
軒
に
停
る

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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▲題「おとうさん」

　寺迫の

黒木直希くん（3歳）

父＝黒木　啓一さん

母：　　直美さん
O好きな食べ物は何で

　すか？

　柿
○好きな遊びは何ですか？

　積み木

○大きくなったら何に

　なりたいですか。

　ユンボのおじちゃん

　寺迫の

橋口由紀さん（4歳）

父：橋口　孝志さん

　　　　　富美代さん

○好きな食べ物は何で

　すか？

　りんこ

O好きな遊びは何ですか？

　フフンコ

○大きくなったら何になり

　たいですか。

　セーラムーン

罰
ひO

瓢

瓢

　
　
　
㌻
へ

撫
獅奪

、

▲題「おじいちゃん」

駐
在
所
だ
よ
り

ψψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

・
曹
＾
曹
・
争
・
幸
幸
藁
三
曹
幸
幸
条
寺
尋
曇
善
幸
幸
寺
幸
寺
壱
尋
尋
蒙
塵
関
寺
寺
寺
号
尋
尋
尋
尋
菅
を
寺
壱
菅
条
尋
尋
尋
条
条
魯
且
且
寺
壱
尋
　
　
“

領の話通
交通安全を祈願

　昨年、本町では交通事故が

急増し、数年ぶりに死亡事故

が発生した年でもありまし
た。

　そんな中、「交通安全祈願

祭」を長年にわたり自発的に

開催し、1年間の交通安全を

願う『長距離運転手東郷会』

をご紹介します。

　この長距離運転手東郷会
は、延岡市にある扇興運輸㈱

に勤める東郷在柱者が中心と
なって構成され：、現在会員は

10名。　年が明けた1月2日、

世話人である迫野内の濱地力

さん宅には、会員とその家族

約30名が集合、今年1年の安

全を祈願しました。

　長距離運転手は、昼夜・天

候に関係なく、長時間の運転

を強いられるため、時として

極度の緊張と不安がつきまと

うとのことで、神事の後は、

それぞれ自分の体験談や目の

前で発生した事故のことなど

を話し、今後の事故防止策等

について真剣に話し合いをし

たということです。

φ

　
　
年
末
に
役
場
・
町
立
病
院
・
や
す

ら
ぎ
館
の
駐
車
場
に
お
い
て
、
車
の

ド
ア
ロ
ッ
ク
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
に
は
駐
在
所
の
警
察
官
2
人

と
地
域
安
全
モ
デ
ル
地
区
の
小
野
田

区
か
ら
3
人
、
役
場
の
防
犯
担
当
者

3
人
の
合
計
8
人
が
参
加
、
駐
車
し

て
あ
っ
た
車
1
5
0
台
を
調
査
し
ま

し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
ド
ア
ロ
ッ
ク
さ
れ
て
い
た
車

　
　
　
1
2
6
台
（
8
4
％
）

○
ド
ア
ロ
ッ
ク
し
て
い
な
か
っ
た
車

　
　
　
　
2
4
台
（
1
6
％
）

　
ド
ア
ロ
ッ
ク
し
て
い
な
か
っ
た
車

の
う
ち
、
キ
ー
を
つ
け
た
ま
ま
の
車

が
3
台
、
貴
重
品
が
残
さ
れ
た
ま
ま

と
い
う
事
例
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
車
を
離
れ
る
と
き
は
、
た
と
え
短

時
間
で
あ
っ
て
も
必
ず
ド
ア
ロ
ッ
ク

を
心
掛
け
、
盗
難
に
よ
る
被
害
防
止

に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

▲ドアロック調査の様子

東
郷
町
交
通
安
全
母
の
会

が
全
国
表
彰

　
永
年
に
わ
た
り
、
母
親
の
立
場
か

ら
交
通
事
故
防
止
活
動
を
地
域
で
積

極
的
に
行
っ
た
と
し
て
、
1
2
月
8
日

に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
2
6
回
交

通
安
全
母
親
全
国
大
会
の
席
上
、

「
交
通
安
全
母
の
会
表
彰
」
を
受
け

ま
し
た
。

“、

1、　　1
を受けた交通安全母の会

の山田美津子さん

同
▲表彰

　会長

直
野
直
志
交
通
指
導
員
に

永
年
勤
続
者
表
彰

　
昭
和
5
9
年
か
ら
1
5
年
に
わ
た
っ
て

交
通
指
導
員
を
勤
め
て
お
ら
れ
る
福

瀬
の
直
野
直
志
さ
ん
に
こ
の
ほ
ど
、

在
任
1
5
年
の
永
年
勤
続
者
表
彰
が
行

わ
れ
ま
し
た
。／㌦

い
萬

■11
▲表彰を受けた

　直野直志さん
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先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
1
2
月
1
2
日
に
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
少
年
剣
道
大
会
の
結
果

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
個
人
戦
男
子

・
小
学
1
年
生
の
部

首
　
勝
　
黒
木
彰
太
（
家
　
代
）

　
準
優
勝
　
海
野
千
佳
（
冠
月
館
）

　
3
位
本
田
寿
仁
（
家
代
）

　
3
位
治
田
知
宏
（
攻
玉
串
）

・
小
学
2
年
生
の
部

優
　
勝
　
中
瀬
順
也
（
小
　
崎
）

準
優
勝
　
海
野
特
記
（
直
心
館
）

　
3
位
甲
斐
智
文
（
家
代
）

　
3
位
中
瀬
梢
（
小
崎
）

・
小
学
3
年
生
の
部

優
　
勝
　
平
野
佑
弥
（
攻
玉
上
）

準
優
勝
　
黒
木
将
彦
（
家
　
代
）

3
　
位
　
藤
本
浩
祐
（
諸
　
塚
）

3
位
海
野
健
太
郎
（
冠
月
館
）

・
小
学
4
年
生
の
部

優
　
勝
　
海
野
智
春
（
牧
心
館
）

準
優
勝
　
小
松
昇
二
郎
（
ひ
む
か
）

3
位
鶴
田
裕
子
（
攻
旧
館
）

3
位
酒
井
智
充
（
牧
心
良
）

・
小
学
5
年
生
の
部

隊
　
勝
　
和
田
一
幣
（
牧
心
館
）

準
優
勝
　
川
畑
竜
也
（
ひ
む
か
）

3
位
村
田
明
史
（
攻
玉
館
）

3
　
位
　
橋
本
俊
和
（
椎
　
葉
）

・
小
学
6
年
生
の
部

優
　
勝
　
橋
本
美
宗
（
椎
　
葉
）

準
優
勝
　
海
野
真
弥
（
牧
心
館
）

3
　
位
　
三
浦
幸
治
（
牧
心
館
）

3
　
位
　
小
山
寛
史
（
青
雲
館
）

・
中
学
1
年
生
の
部

優
　
勝
　
和
田
一
馬
（
図
心
館
）

準
優
勝
　
川
口
明
日
佳
（
椎
葉
中
）

3
　
位
　
夏
田
征
露
（
門
川
中
）

3
位
山
田
数
馬
（
門
川
中
）

・
中
学
2
年
生
の
部

優
　
勝
　
鈴
木
陽
介
（
ひ
む
か
）

準
優
勝
　
三
浦
雄
】
郎
（
攻
玉
館
）

3
位
黒
木
康
弘
（
ひ
む
か
）

3
位
山
口
雄
一
（
冠
月
館
）

・
中
学
3
年
生
の
部

優
　
勝
　
那
須
雄
次
（
椎
葉
中
）

準
優
勝
　
金
丸
明
人
（
門
川
中
）

3
位
和
田
浩
一
（
一
心
館
）

3
位
豊
原
邦
彦
（
冠
月
館
）

◆
個
人
戦
女
子

・
中
学
生
の
部

優
　
勝
　
甲
斐
理
恵
（
椎
葉
中
）

準
優
勝
　
菊
池
愛
力
（
門
川
中
）

3
位
中
瀬
静
（
椎
葉
中
）

3
　
位
　
黒
木
梢
　
（
門
川
中
）

◆
団
体
戦
小
学
校
の
部

優
勝
牧
心
館
A

準
優
勝
椎
　
　
葉

第
3
位
重
畳
館

第
3
位
　
青
雲
館

新しい選挙管理委員会委員決まる
　
1
2
月
定
例
議
会
で
、
任
期
満

了
を
迎
え
て
い
た
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
4
人
目
選
任
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
新
た
に
選
任
さ

れ
た
の
は
、
橋
口
琢
美
さ
ん

（
声
遣
）
1
1
再
任
、
岩
田
定
夫
さ

ん
（
早
瀬
）
1
1
再
任
、
中
野
輝
男

さ
ん
（
坪
谷
）
1
1
新
任
、
日
隈
節

子
さ
ん
（
鶴
野
内
）
1
一
新
任
、
の

4
人
。
任
期
は
平
成
1
5
年
1
2
月

24

冝
i
4
年
間
）
ま
で
、
ま
た
、

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
会
委

員
長
に
は
、
今
回
再
任
し
た
寺

迫
の
橋
口
琢
美
さ
ん
、
同
職
務

代
理
者
に
は
福
瀬
の
岩
田
定

夫
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
ま

し
た
。

新
し
く
選
管
委
員
と
な
っ
た
二
人

擶

卍

　
　
　
　
へ

闘
ぐ
・
《

四

坐

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

中野輝男さん日隈節子さん

退
任
の
ご
挨
拶

前
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
東
村
吉
市
氏

　
今
回
選
挙
管
理
委
員
を
川
原
塩
江

さ
ん
と
私
2
名
が
退
任
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
就
任
以
来
3
期
1
2
年
選

管
事
務
局
の
万
全
の
体
制
と
委
員
各

位
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
任
期
中
の
職
務

を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
特
に
平
成
1
1
年
は
、
本
町
が
当
番

の
研
究
発
表
も
無
事
に
終
わ
り
、
ま

た
、
国
の
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

の
沖
縄
研
修
に
県
内
5
人
の
代
表
の

1
人
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
方
々
、
町
の
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
の
方
々
に
対
し
、
任
期
中
の

ご
協
力
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

納
戸
の
隅
に
折
か
ら
一
挺
の
大
鎌
あ
り

汝
が
意
志
を
ま
ぐ
る
な
と
い
ふ
が
如
く
に

　
こ
の
歌
は
帰
郷
中
の
作
品
で
、
第

六
歌
集
『
み
な
か
み
』
に
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
明
治
四
十
五
年
（
一
九
一
二
年
）
七

月
、
父
危
篤
の
報
を
受
け
て
坪
谷
に

帰
り
ま
す
が
、
そ
の
時
、
親
族
会
議
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
数
年
間
、
音
信
不
通
の
状
態
が
続

い
て
い
た
の
で
、
彼
の
親
不
孝
を
な

じ
り
、
職
を
得
さ
せ
て
何
と
し
て
で
も

牧
水
を
引
き
止
め
よ
う
と
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
牧
水
は
一
人
残
し
て
き
た

妻
や
友
人
た
ち
の
い
る
東
京
へ
す
ぐ

に
帰
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
若

山
家
の
長
男
と
し
て
、
親
族
等
多
く

の
人
た
ち
の
引
き
止
め
の
声
に
、
逆

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
故
郷
に
と
ど
ま
る
か
、
東
京
に
出

て
い
く
か
、
激
し
く
苦
悶
す
る
日
が

続
き
、
適
当
な
就
職
口
が
見
つ
か
ら

な
い
ま
ま
十
ヶ
月
滞
在
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
間
に
何
度
も
母
と
衝
突
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
歌
も
家
族
の
者
と

言
い
争
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
気
分

の
め
い
っ
て
い
る
牧
水
の
眼
に
、
納

戸
の
隅
に
置
か
れ
て
い
る
大
鎌
が
映
る
。

都
甲
欣
　
一

　
そ
の
鎌
が
、
「
お
前
の
意
志
を
ま
げ

る
な
よ
、
妥
協
せ
ず
思
う
と
お
り
に

生
き
よ
」
と
語
り
か
け
て
く
る
よ
う

に
思
え
た
と
い
う
意
を
表
し
た
歌
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歌
は
四
十
一
音
で
全
く
の
破
調
で

す
が
、
内
容
は
苦
悩
に
み
ち
た
作
者

の
心
情
を
ぶ
つ
け
て
い
ま
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉



　　　　　ら鞘どうご’り⑩

牧
水
賞
記
念
講
演
会

▽
日
時
　
2
月
9
日
（
水
）
午
後
2
時

▽
会
場
　
野
口
記
念
館
（
延
岡
市
）

▽
講
師
　
福
島
泰
樹
氏

牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

　　　　　　お知らせ
〈…《イフフオ＝メーショフ》〉

▽
日
時

▽
場
所

2
月
1
3
日
（
日
）

8
時
受
付

牧
水
公
園

合
同
金
婚
式

▽
日
時

▽
場
所

2
月
1
6
日
（
水
）

午
前
1
1
時

や
す
ら
ぎ
館

第
4
7
回
東
臼
杵
地
域

婦
人
発
表
大
会

▽
日
時

▽
場
所

2
月
2
6
日
（
土
）

9
時
～
1
5
時

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画

作
成
依
頼
届
出
書
提

出
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

　
要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
が

4
月
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
た
め
に
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
在
宅
サ
ー
ビ
ス

の
作
成
を
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に

依
頼
す
る
場
合
、
事
業
所
が
決
ま
り

ま
し
た
ら
速
や
か
に
居
宅
サ
ー
ビ
ス

計
画
作
成
依
頼
届
出
書
を
役
場
住
民

課
介
護
保
険
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
方

は
施
設
で
作
成
し
て
も
ら
え
ま
す
。

　
詳
し
く
は
住
民
課
介
護
保
険
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
を
開
催
し
ま
す

　
ま
だ
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
な
い

方
を
対
象
に
、
左
記
の
と
お
り
各
地

区
で
年
金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
時
間
は
す
べ
て
の
会
場
と
も

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
　
時
1
月
2
8
日
（
金
）

　
対
象
地
区
　
仲
深
・
坪
谷
・
七
月
・

　
　
　
　
　
　
下
渡
川

　　▽
場対日場
　象
　地
所区適所

▽
日
　
　
時

対
象
地
区

場
　
　
所

　　▽
場対日
　象
　地
所区時

〔
受
付
方
法
〕

は
、

坪
谷
多
目
的
集
会
施
設

2
月
　
1
日
（
火
）

寺
迫

東
郷
町
役
場
函
迫
連

絡
所

2
月
　
4
日
（
金
）

鶴
野
内
・
迫
野
内
・

八
重
原
・
田
野

鶴
野
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー

2
月
　
9
日
（
水
）

福
瀬
・
小
野
田
・
羽
坂

役
場
中
央
公
民
館

第
3
研
修
室

ご
来
場
さ
れ
る
方

　
　
事
前
に
役
場
住
民
課
住
民
年
金

係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

〔
年
金
相
談
員
〕
延
岡
社
会
保
険
事

務
所
職
員
、
役
場
住
民
課
国
民
年
金

担
当

　
詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ

ば
、
役
場
住
民
課
住
民
年
金
係
麿
6

9
1
3
9
0
2
ま
で

東
郷
亡
ぶ
る
さ
と
公
社

　
　
社
員
募
集

▽
資
　
　
格
　
東
郷
町
在
住
で
1
8
歳

～
2
2
歳
（
女
性
向
き
職
種
）

▽
勤
務
地
　
東
郷
町
鶴
野
内
「
道

の
駅
と
う
こ
う
」
、
物
産
セ
ン
タ
ー

『
詩
季
彩
』

▽
仕
事
内
容
　
詩
季
彩
で
の
販
売
管

理
、
調
理
業
務
等

▽
採
用
予
定
　
1
名

▽
応
募
方
法
　
2
月
1
3
日
（
日
）
ま
で

に
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
提
出
（
郵
送

可
）
面
接
予
定
日
を
追
っ
て
ご
連
絡

し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
（
株
）
東
郷
町
ふ
る
さ

と
公
社
容
0
9
8
2
－
6
9
－
7
7
2
0

（
担
当
）
笙
瀬
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

下
さ
い
。町

臨
時
職
員
募
集

　
1
月
号
で
臨
時
職
員
募
集
の
記
事

を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
申
込
締
め
切

り
日
が
漏
れ
て
い
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

▽
申
込
期
限
　
平
成
1
2
年
3
月
1
5
日

（
水
）

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

▽
日
時
2
月
1
2
日
（
土
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
会
場
日
向
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▽
相
談
内
容
高
齢
者
や
障
害
者
の

財
産
管
理
、
登
記
、
相
続
、
遺
言
、
多

重
債
務
な
ど

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
2
月
1
5
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

固
定
資
産
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税
十
期

　
　
※
納
期
は
二
月
二
十
九
日
ま
で

愈
騰

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
1
月
7
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
）

◎
寺
迫
の
黒
木
英
男
さ
ん
か
ら

（
サ
ト
キ
さ
ん
・
6
9
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
塩
月
ト
シ
子
さ
ん
か
ら

（
憲
二
さ
ん
・
6
7
歳
逝
去
）

◎
鶴
野
内
の
宮
田
ヤ
ス
子
さ
ん
か
ら

（
満
さ
ん
・
7
5
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
寺
原
弘
さ
ん
か
ら

（
ス
エ
子
さ
ん
・
8
6
歳
逝
去
）

◎
越
表
の
上
原
キ
ミ
エ
さ
ん
か
ら

（
長
友
義
高
さ
ん
・
7
7
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
附

O
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
益
金
の
一
部

と
し
て
、
山
本
教
室
（
鶴
野
内
）
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
一
般
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

o
仲
深
の
大
石
喜
太
男
さ
ん
、
坪
谷

の
寺
原
仁
一
郎
さ
ん
か
ら
快
気
祝
い

と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会
へ
善
意
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

一
　
．
＝

●

（
1
2
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

金
丸
滉
樹

赤
木
愛
実

慈
雨
ん
の
氏
名

岳
　
洋

陽
　
一

羅
薯

福
　
瀬

越
　
表

住
所

結
婚
お
幸
せ
に

（ （寺三 山上 氏

田浦 床村

富練 民
名

実一 枝卓

鶴
野

仲 下
渡

南
郷

住

内 深 川 村 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

宮 寺 塩 黒 長

田 原 月 木 友
氏

ス サ

工
憲 ト 義

満 子 二 キ 高
名

75 86 67 69 77 年

歳 歳 歳 歳 歳 齢

鶴 小 福 寺 越 住
野 野
内 田 瀬 迫 表 所
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